利用者大量解雇から見えてきた就労継続支援Ａ型事業所に関する一考察：補助金依存体質の施設運営脱却後の目指すべき姿 by 木下 一雄







キーワード：障害者雇用 施設運営 補助金体質 経営視点
１．はじめに
就労継続支援Ａ型事業所は障害者と雇用契約を結び、就労と技能訓練の機会を提供する福祉サービスであ








か所だったのが、 年には か所に増加し、事業所で働く人の数も約 倍となった。また事業形
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全国で約 か所にも上り、 年前の 倍に膨れ上がってしまい、そのため補助金の額も訳 億円と 年
前の４倍にも達している。





















とに伴い、 年 月末に 人を解雇したことが発端となったとされている。
この後，愛知県に本社を置く株式会社障害者支援機構が愛知の 事業所，大阪・千葉の各１事業所，さい
たま市の 事業所の計 事業所が一斉に閉鎖した。さいたま市内では同時期にもう か所閉鎖されている。
判明しているだけで 人以上の障害のある人が一瞬にして突然職を失った状況に陥ったのである。
年 月厚生労働省がＡ型事業所の基準を厳格化してからの就労継続支援Ａ型事業所で最近起きた大量
解雇事案をまとめてみた。 年 月岡山県の５事業所で 人解雇、同月香川県高松市の２事業所で
人解雇、 月には愛知県の 事業所閉鎖で 人が職を失う、同月埼玉県の２事業所閉鎖となり、 人が職を












愛知県で 年 月、Ａ型事業所の経営に行き詰まった名古屋市の株式会社が か所を閉鎖し、障害者
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